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走査型レーザー検眼鏡を用いた間接光による黄斑円孔の観察
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走査型レーザー検眼鏡（Sc2mninglascrophthalmo‐

scopc，SLqRodenstock社製）は，３種類のレーザー光

源を内蔵し，それぞれの波長特性を生かした臨床応用が

可能である!)。我☆はこれまで，このＳＬＯを用いた単

色光による共焦点画像の有用性を報告してきた。とりわ

け，後部硝子体の観察に2)3)，また，黄斑円孔における

epirGtinalmcmbraneの観察に`)，アルゴンレーザーを用

いたＳＬＯによる観察が有用であることを報告した。

今回我灸は，長波長のへリウムネオソレーザーとダイ

オードレーザーを用いて黄斑円孔の観察を行った。とく

に，後者ではringapcrtureを用いて間接光による観察

を行い，直接光による観察と比i陵した。

図ladark-ljcldmodCによる黄斑円孔の観察

症例は，６０歳女性，比較的新しいと思われるGass分類

stage4の黄斑円孔。この症例では，HuidculTが盛り上が

り，そこから放射状に網膜議鍵が生じているのが観察でき
る。

Ⅱ対象および方法

対象は，Gass分類5)6)のstagc2から４の黄斑円孔患

者23名24眼（50～83歳，平均67.6±7.9歳）とした。

方法は，ＳＬＯを用いて，散臓下にて眼底を観察した。

ヘリウムネオソレーザー（波長633,m）による観察と

して画角は20度，光量は32瓜Ｗ，そして絞りは，confb‐

calapCrtureの２または３とした。ダイオードレーザー

(波長780nｍ）による観察では，画角は20度，光量は２０

浬Ｗ，そして絞りは，confbcalaperturcの２または３，

およびringapcrturGの２とした。なお，このringaper‐
turcを用いた状態は，dark-fieldmodcと呼ばれている。

Ⅲ結果

■ 

図lbdark-ficldmodcによる黄斑円孔の観察

症例は，５９歳女性，経過の長いGass分類stagc4の黄斑
円孔。この症例では，HuidculTが盛り上がり，ドーム状

を呈している。隆起部表面の小さな凹凸まで，観察でき
る。

ヘリウムネオソによる観察では，円孔および円孔周囲

のlluidcufTの部分，およびepircLinalmGmbraneの反射

が認められた。円孔周囲の浅い網膜剥離部全体は，やや

I1肯く映し出され，fluidcufTの部分は，円孔を縁取るよ うにはっきりと黒く認められたが，その外側から放射状

に走る周囲網膜の鐡壁の状態は不明瞭であった。

ダイオードレーザーを用いた直接光による観察では，
旭川医大眼科〒O78旭川市西神楽４線５号
DcpaI･ｔｍｕｎｔｏ｢Opllthalmology，AsahikawaMcdicalConcgc 

－６１－ 



眼科臨床医報
7７８ 

Ⅳ考按

ＳＬｏでは２種類の絞りが用いられており，観察の目

的部位により，その絞りを任意に選択することが可能で

ある。

Conlbcalaperturcを用いた共焦点画像では，点光源と

共役な関係にある部位の梁からの反射を選択的に通過さ

せ，焦点外平面からの散乱光を取り除くことにより，少

ない光量でもコントラストの優れた像を得ることを可能

にしている。

一方，ringaperturcを用いたdark-fieldmodcでは，

焦点深度の深い，広い絞りのにＩ'央にバリアーを設け，焦

点の合った直接光をブ'コックして，焦点外からの散乱光

を間接的に取り入れている。これにより，網膜表面から

の反射を除外し，網膜内の厚玖をもった層を立体的に再

構築するとされている7）（図4)。したがって，網膜深部

の状態や，網膜内の立体的な構造変化をとらえるのに適

していると考えられる。

我盈は黄斑円孔の症例に対し，このdark-lieldmodc

を用いて，長波長のダイオードレーザーで観察すること

により，円孔周囲網膜の鍛檗の状態を明瞭に観察し，そ

の分類を行うことが可能であった。

黄斑円孔発生の病態整理に関して，種☆の説がある

が，現在のところ，少なくとも円孔形成に対し接線方向

のベクトルの牽引力が関与していると考えられてい

る5)6)。そのため，円孔周囲網膜には，この牽引力によ

り網膜に餓檗が生じたと考えられた。黄斑部網膜の組織

像を考えると，この雛檗はへソレ線紙屑に生じた変化で

ある可能性がある。そして，円孔手術前に認められた円

孔周朋網膜の搬檗が，手術後消失していたことにより，

図２dark-ficldmodcによる黄斑円孔術前の観察

症例は，６５歳女性，Gass分類stage2の黄遜円孔。黄斑
円孔術前には，HuidculTと放射状の網膜雛蕊が観察でき
る⑤

図３dark-Iieldmodcによる黄斑円孔術後の観察

図２と同じ症例の術後５週目。閉鎖した黄斑円孔では，
網膜鐡檗は消失している。

黄斑部の剥離全体がやや暗く認められたが，ヘリウムネ

オンレーザーで得ら;)した所見と比べ不明瞭となった。

HuidcuHの部分および円孔周囲網膜の難髪の状態も，

ヘリウムネオソレーザーでの所見よりもさらに不明瞭で

あった。

一方，ダイオードレーザーを用いた間接光による観察

では，fluidculTおよび円孔周囲網膜の状態をレリーフ

像として立体的に鮮明に観察することができた。これら

の像は，症例により２種類の形態を示した。ひとつは，

HuidculTがリング状に盛り上がり，その外縁から放射

状に広がる縁孔周囲網膜の鐡檗の状態が明瞭に観察でき

る形態を示すもの（図la)，もう一つは，HuidCulY全体

がドーム状に盛り上がり，表面の凹凸まで観察すること

が出来たものの，円孔周囲網膜の鐡裳は認めないもので

あった（区l1b)。

黄斑円孔手術の術前後に観察できた症例では，術前に

見られたlIui〔lculTおよび円孔周囲の網膜搬壁の所見は

(図２)，術後５週目に検査したところ消失していた（図

3)。
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図４入射光に対する反射光の関係図

濃い線拡IfL接光，薄い線は間接光を表す。共焦点画像で

は，焦点の合ったiliI接光の鍬をとらえて:おり，dark-ficld

modcによる観察では，直接光をブロックし，間接光の鉱

をとらえて再鱗簗する（Ｗｅｂｂらかを－部改変)。
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一|学会案内’
第１５回屈折調節研究会

日時：平成８年10月10日（木）９：00～１７：00締切日平成８年５月17日（金）必着

会場：大阪国際交流-ﾋソクー（演題I;|』込用紙等は奈良医大の中眼本部に請求されたい）
〒543大阪市天王寺区上木町８丁目2-6会費：

電話：06-772-5931(代表）金額13,000円（医師）9,000円（医師以外）

講演内容：（に'.部眼科学会の参加費。関連研究会の恐の登録はＨ１来主
基柵識演せん）

Ｌ田中俊一（武蔵野赤十字病院眼科）：締切日平成８年８月23日（事前登録締切）
屈折矯正手術と角膜形状事務局：

２．上川床総一郎（東京医科歯科大眼科）：〒634奈良県橿原市四条町84O奈良県立医科大学眼科

眼球の力学的特性と屈折調節電話07442-2-3051(Ex)3433
３．可児一拳（滋賀医大眼科）：両眼視機能と屈折調節FAXO7442-3-8032

一般演題屈折調節に関する未発表の演題を募集責任者：西信元嗣（代表世話人）

演題募集：問合せ先：事務局：魚里博（事務局長)，仲鳳寿誉（担当）
ノJ法抄録Ⅲ〔本-トコピーＩＩ部

学会案内
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